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研究課題名「人工知能を用いた、内視鏡下経鼻下垂体腫瘍摘出術における手術

支援についての研究」に関する情報公開 

 

１． 研究の対象 

本研究の対象者は、2025年 3月 1日から 2029年 3月 31日の間に、名古屋医学医学

部附属病院にて下垂体腫瘍に対して内視鏡下下垂体腫瘍摘出術を受けられた方です。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

この研究の目的は、「下垂体腫瘍（かすいたいしゅよう）」という脳の病気の手術

を、どの医師でも安定してうまく行えるようにサポートする仕組みを作ることです。 

この病気の手術では、「TSS（経蝶形骨手術）」という方法を使いますが、この手術

は医師の経験によって結果が大きく変わってしまいます。経験の少ない医師だと、手

術が難しくなったり、合併症（手術によって起こる別の問題）が起きたりする可能性

が高くなります。 

そこで私たちは、「人工知能（AI）」の力を使って、手術中に腫瘍と正常な組織を見

分ける技術を開発しようとしています。 

この仕組みがあれば、経験の少ない医師でも安全で確実な手術を行えるようになると

考えています。 

この技術が広く使われるようになれば、どの医師が手術を行っても一定のレベルの質

が保たれ、患者さんにとってもより安心できる医療体制の実現につながります。 

この研究では、2025年 3月 1日から 2029年 3月 31日までに、名古屋大学医学部附

属病院の脳神経外科で下垂体腫瘍の手術（内視鏡を使った摘出手術）を受けた患者さ

んの手術映像を使って分析を行います。 

この映像をもとに、「ディープラーニング」という AIの技術を使って、腫瘍とそうで

ない部分をリアルタイムで見分けられるかどうかを調べます。 

その精度や役立ち具合については、「mAP」「IoU」「DSC」という専門的な指標を

使って評価します。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2030年 03月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：年齢・生年月日・現病歴・既往歴・家族歴・病理診断結果・画像診断結果、手術動

画 



 

 

 

 

４．外部への試料・情報の提供 

患者さんの情報や検査結果は、名古屋大学医学部附属病院で、名前などがわからないように

番号を使って整理（連結可能非識別化）されます。 

そのうえで、名古屋大学工学部では、その番号だけがついた手術画像データを使って、AIに

よる学習や分析（深層学習・解析）だけを行います。 

つまり、工学部では誰の情報かはわからない状態で研究が行われます。 

 

５．研究組織 

名古屋大学大学院工学系研究科  

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません 

 

  連絡先： 

  機関名・所属部局名  

名古屋大学大学院医学系研究科脳神経病態制御学講座脳神経外科学 

職名・氏名 助教 永田 雄一 

住所 名古屋市昭和区鶴舞町 65 

直通電話番号 052-744-2353 

FAX番号 052-744-2360 

e-mail ynagata@med.nagoya-u.ac.jp 

 

研究責任者：名古屋大学大学院医学系研究科脳神経病態制御学講座脳神経外科 

教授 齋藤 竜太 

 

研究代表者：名古屋大学大学院医学系研究科脳神経病態制御学講座脳神経外科 

教授 齋藤 竜太 

 


